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磁石用ネオジム・ジスプロシウムのマテリアルフロー 

ネオジム Nd ジスプロシウム Dy 

（2007年） 

工程屑  1,338 t 

鉱石 

製錬・精製 

金属Nd,Nd合金 

合金原料製造 

磁石製造 

Nd-Fe-B磁石 

製品への組み込み 

製品 

使用・廃棄 

Nd,Dyを含むスクラップ 

廃棄物処理 

工程屑  214 t 

4,013 ｔ 

輸入 輸入 

642 ｔ 
リサイクル（海外） 
        ( 669 t ) 

リサイクル（国内） 
    ( 669 t ) 

リサイクル（海外） 
        ( 107 t ) 

リサイクル（国内） 
           ( 107 t ) 

2,675 ｔ 440 ｔ 

輸出 575t 輸出 92t 

ほとんど回収されない ほとんど回収されない 

輸入 輸入 

産業構造審議会環境部会 
廃棄物リサイクル小委員会 
基本政策ワーキンググループ 

Europe  153 
N.Amer  177 
China     48 
その他   197 

PC            16 
エアコン     35 
冷蔵庫       50 
洗濯機        3 
携帯            1 
車ｴｱｺﾝ     356 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ   114 

Europe    25 
N.Amer   28 
China      8 
その他     31 

PC             2 
エアコン      6 
冷蔵庫        8 
洗濯機        0 
携帯           0 
車ｴｱｺﾝ     57 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ    18 
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Nd-Fe-B磁石の使用先とリサイクル 

ボイスコイルモーター  
小さいので素材としてリサイクル 

モーターの磁石 

MRI用磁石 

大型であるから消磁後、取り出して研削後 
別に整形し、着磁して使用 

消磁後取り出して 
一部は、そのまま磁石材料へ 

いずれにしても切削屑など素材のもどすべき 
部分が生じる 
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磁石合金溶製メーカー 

磁石溶製メーカー 

酸化物化・フッ化物化 

希土原料メーカー 

リサイクル希土金属 

電解・Ca還元 

酸溶解 

酸化処理 

Nd磁石合金 

原料購入 

粉砕 

プレス 

焼結 

加工 

表面処理 

検査 

Nd磁石製品 

リサイクル希土金属 

リサイクル希土金属 

分別回収徹底 

顧客 

リサイクル返却 

リサイクル率 
   ９０％ 

 粉末発生 
20％～30％  固形発生 

  ３～５％ 

リサイクル率 
   ９５％ 

ネオジム磁石製造工程におけるスクラップのリサイクル 

  真空溶解 
 プラズマ溶解 
フラックス溶解 
  種湯溶解 

貴金属 レアメタルのリサイクル技術集成 3 



リサイクル・ループ 

磁石メーカー 

中
国 

神戸工場 

三木工場 

明石工場 

電気分解 

磁
石
材
料 

希土類原料 

三徳 
研
磨
粉 

磁
石
屑 

化学処理 

合金熔解 

第２期 

第１期 

提供 株式会社 三徳 4 



固形屑 

研削粉 

合金残渣 

抽出残渣（Fe系） 

粉砕 

酸化 

希土類溶解 

固液分離 

希土類塩類 

希土類酸化物 

希土類金属 

電気分解 

脱磁 磁石屑 

合金原料 

神戸工場 

三木工場 

明石工場 

磁石メーカー 

リサイクルフロー 

提供 株式会社 三徳 5 



HDDの手分解による 
VCモーター磁石の 
回収 

DOWAエコリサイクルにて 
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数値は重量割合＜新規考案プロセス＞

HDD 加熱
脱磁

特殊
破砕

100 22

粒状

塊状

4

18
78

22
磁着

非磁着

アルミ

鉄

選択
粉砕

微粒
1.5

粗粒

2.5
鉄

1.5

純度95%以上
Nd-Fe-B合金

∥
磁石原料
∥

磁石原料

特許出願中

磁石割合1.5%

使用済みNd-Fe-B磁
石の再焼結技術によ
る希土類磁石の製造 

10 

90 

10 

 6  

磁石合金 
メーカー 

某粉砕機メーカーと共同開発中 

HDDカッティングセパレータ試作機

特許出願中 

産総研中部センター 

センシングによるＨＤＤ表面の磁束密度

焼結磁石の部位を破砕機が自動認識

磁石含有部
のみ回収

センシングによるＨＤＤ表面の磁束密度

焼結磁石の部位を破砕機が自動認識

磁石含有部
のみ回収

製品別アプローチ ～希土類磁石～ 

産業総合研究所 
 大木氏より 
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エアコンディショナーのモーター解体と脱磁 

解体と脱磁技術の開発は 
キーポイント 

経済産業省やNEDOプロジェクト 
で開発中 
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プリウスモーターの解体作業 

モーター取外し作業（コイル部） モーター取外し作業（コイル部） モータ（コイル部） 

モーター（軸受+磁石部） モーター（軸受+磁石部） 遊星ギア+モーター解体写真 
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プリウスモーターの解体作業 

ガスバーナーによる消磁 電磁鋼板切断（内装Nd磁石） 電磁鋼板切断（内装Nd磁石） 

Nd磁石（71g×16枚） 切断電磁鋼板+Nd磁石 

Nd磁石 
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最近の基礎的取り組み 

• 気相を介した希土類化合物の回収 
  MgCl2を気相で供給し、装置内に温度差を設けて 
 希土類塩化物を分離・回収 
  東京大学 
• 新しい溶媒抽出剤の開発 NdとPrの分離 
  日本原子力研究機構、信越化学 
• 乾式法による廃磁石からの希土類元素の選択回収 
  岩手大学、東北大学 

• 溶融酸化物融体を用いた電解法による希土類金属の
回収など 

  東北大学 
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レアメタルリサイクルの 
回収システムと技術 
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○ 天然資源の開発 
 
  探鉱―開発計画（F/S）―掘削―選鉱―製錬 

 
  で行われる。このタームは発見から最低でも５年～１０年必要。 
また、F/Sでは、金属の回収計画（種類）、生産計画、環境対策、技術
開発、（住民対策）が行われ、これらすべてが当初より計画されて実行
される。 

 
○ 人工資源の回収 
 
マテリアルフロー解析―社会システムの検討－収集―前処理―製錬 
 

  で行われる。このタームは基本的に短期で検討することが多い。 
  価値のあるものを集めて流す（換金する）のみなので、基本的に天然
資源開発のような事前検討は行われない。 

社会システムと技術は両方調和しないといけない。 
社会システムは戦略、技術は戦術に対応する。 


